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12 2015（平成27年）

　一定の事業後継者が、遺留分（相続人のうち配偶者や子などに
保障する最低限の相続権）権利者全員との合意を経ることで、生
前贈与された自社株式を遺留分算定基礎財産から除外できる制
度。本年８月に公布（施行は公布から１年以内）された改正経営
承継円滑化法では、特例対象を親族外後継者に拡大しています。

遺留分の民法特例

12月の税務と労務12月（師走）DECEMBER

23日・天皇誕生日
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国　税／ 給与所得者の年末調整 
 今年最後の給与を支払う時

国　税／ 給与所得者の扶養控除等
（異動）申告書及び保険料
控除申告書の提出 

 今年最後の給与を支払う前日
国　税／ 11月分源泉所得税の納付 

 12月10日
国　税／ 10月決算法人の確定申告 

（法人税・消費税等） 1月4日

国　税／ 4月決算法人の中間申告 
 1月4日

国　税／ 1月、4月、7月決算法人の消
費税の中間申告（年3回の場
合） 1月4日

地方税／ 固定資産税・都市計画税（第
3期分）の納付 
 市町村の条例で定める日

労　務／ 健康保険・厚生年金保険被
保険者賞与支払届 
 支払後5日以内

小菊



12月号 ─ 2

　

同
業
他
社
と
の
競
争
に
勝
ち
抜
い

て
、
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認

知
さ
れ
、
世
界
の
消
費
者
か
ら
歓
迎

さ
れ
て
い
る
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
を
、

い
く
つ
か
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
貝
グ
ル
ー
プ

　

昭
和
四
十
一
年
創
業
。
キ
ッ
チ
ン

用
品
、
製
菓
用
品
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ケ

ア
用
品
と
い
っ
た
生
活
用
品
か
ら
医

療
用
品
、
業
務
用
刃
物
ま
で
、
現
在

で
は
一
万
点
に
も
お
よ
ぶ
ア
イ
テ
ム

を
国
内
を
は
じ
め
世
界
各
国（
北
米
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
）
に
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

原
点
は
八
百
年
の
歴
史
を
持
つ
日

本
最
大
の
刃
物
の
都
、
岐
阜
県
関
市

で
創
業
し
た
小
さ
な
ポ
ケ
ッ
ト
ナ
イ

フ
製
造
所
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

熟
練
の
職
人
技
で
生
活
に
密
着
し

た
道
具
を
作
る
精
神
、
先
進
的
な
工

場
設
備
、
生
産
技
術
の
向
上
な
ど
変

化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
革
新
の
精

神
、
こ
の
思
い
が
剃
刀
、
包
丁
、
ハ

サ
ミ
、
ツ
メ
キ
リ
を
は
じ
め
と
す
る

製
品
の
一
つ
一
つ
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

あ
る
医
療
機
器
会
社
の
場
合
、
元

は
麻
酔
機
器
の
メ
ー
カ
ー
で
し
た
が
、

売
上
不
振
か
ら
麻
酔
機
器
の
製
造
を

中
止
し
て
貝
印
の
メ
ス
の
販
売
代
理

店
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
倒
産
を
免
れ
、

現
在
全
体
の
売
上
の
七
〇
％
が
代
理

店
収
入
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ス
の
性
能
が
他
社
の
も
の
と
比

べ
て
優
れ
て
お
り
、
購
入
し
た
顧
客

が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
点
で
、

こ
の
医
療
機
器
会
社
は
安
定
し
た
収

入
を
得
て
い
ま
す
。

　

貝
印
の
高
級
包
丁
は
、
一
丁
一
万

円
以
上
す
る
も
の
も
あ
り
通
常
の
高

級
包
丁
の
二
倍
ほ
ど
の
価
格
設
定
、

し
か
も
女
性
が
扱
う
に
は
重
く
、
と

て
も
主
力
商
品
に
な
ら
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
際
的
に
み
る
と
、
主

に
女
性
が
料
理
を
す
る
の
は
日
本
と

韓
国
ぐ
ら
い
で
外
国
で
は
男
性
が
キ

ッ
チ
ン
に
立
つ
と
こ
ろ
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
男
性
に
と
っ
て
は
包
丁
は

重
く
な
い
し
、
道
具
に
凝
る
か
ら
値

段
も
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

分
厚
い
肉
を
切
る
場
合
は
ゾ
ー
リ

ン
ゲ
ン
な
ど
ド
イ
ツ
製
の
包
丁
が
適

し
て
い
ま
す
が
、
野
菜
や
魚
は
和
包

丁
に
近
い
こ
の
包
丁
が
向
い
て
い
ま

す
。

　

現
在
で
も
こ
の
包
丁
の
売
上
比
率

は
お
よ
そ
ア
メ
リ
カ
七
〇
％
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
二
五
％
、
日
本
と
ア
ジ
ア
で

五
％
と
ア
メ
リ
カ
市
場
が
圧
倒
的
に

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
Ｅ
Ｄ
Ｗ
Ｉ
Ｎ

　

エ
ド
ウ
ィ
ン
の
前
身
で
あ
る
常
見

米
八
商
店
は
一
九
四
七
年
の
創
業
。

　

ブ
ラ
ン
ド
名
の
Ｅ
Ｄ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
は
デ

ニ
ム
（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
）
の
Ｄ
と
Ｅ
を

入
れ
替
え
Ｎ
Ｉ
Ｍ
を
反
転
し
、
Ｗ
Ｉ

Ｎ
に
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

常
見
米
八
商
店
は
戦
後
ア
メ
リ
カ

軍
の
払
い
下
げ
品
を
扱
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
中
古
ジ
ー
ン
ズ
の
卸

を
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
デ
ニ

ム
を
輸
入
し
、国
内
縫
製
を
は
じ
め
、

エ
ド
ウ
ィ
ン
ブ
ラ
ン
ド
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

一
九
六
三
年
に
最
初
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ジ
ー
ン
ズ
「
Ｂ
Ｆ

−

３
５
９
」
を
発

売
。
こ
の
頃
、
日
本
製
ジ
ー
ン
ズ
が

他
の
企
業
か
ら
も
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
九
七
五
年
に
は
「
オ
ー
ル
ド
ウ

ォ
ッ
シ
ュ
」
を
開
発
。
こ
れ
は
手
作

業
に
よ
る
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
加
工
を
ほ

ど
こ
し
た
も
の
で
中
古
加
工
の
先
駆

け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
「
ス
ト

ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」
加
工
の
ジ
ー
ン

ズ
を
発
売
。
ド
イ
ツ
の
見
本
市
で
評

判
と
な
り
、
世
界
二
十
数
か
国
か
ら

オ
ー
ダ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
と
日

本
の
優
れ
た
デ
ニ
ム
生
地
、
ス
リ
ム

な
シ
ル
エ
ッ
ト
が
マ
ッ
チ
し
、「
ロ

ン
ド
ン
ス
リ
ム
」と
し
て
売
り
出
し
、

大
評
判
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

一
九
八
三
年
に
日
本
で
の
ジ
ー
ン

ズ
売
上
が
第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
九
八
七
年
に
は
リ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
を
買
収
。
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
ジ
ー

ン
ズ
も
エ
ド
ウ
ィ
ン
が
手
掛
け
る
こ

世界から
　歓迎される
　　　　　日本の
　　　　　　ブランド
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と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
レ
ー
ヨ
ン
素
材
の
ソ
フ

ト
ジ
ー
ン
ズ
を
発
売
。

　

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
テ
イ
ス
ト
の
セ
ル

ヴ
ィ
ッ
チ
デ
ニ
ム
の
５
０
５
を
発
売
。

　

一
九
九
七
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
俳

優
ブ
ラ
ッ
ト
ピ
ッ
ト
を
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
て
５
０
３
を
発
売
。

　

二
〇
〇
八
年
に
は
エ
ド
ウ
ィ
ン
最

高
峰
モ
デ
ル
「
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
が
世
界
同
時
発
売
さ
れ

ま
し
た
。

◆
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｌ

　

リ
ー
ガ
ル
は
日
本
の
シ
ュ
ー
ズ
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
り
、
㈱
リ
ー
ガ
ル
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
リ
ー
ガ
ル
ブ
ラ
ン

ド
の
靴
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
ガ
ル
は
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ

の
シ
ュ
ー
ズ
で
Ｌ
Ｃ
プ
リ
ス
＆
カ
ン

パ
ニ
ー
が
一
八
九
三
年
に
ボ
ス
ト
ン

に
開
い
た
シ
ュ
ー
ズ
シ
ョ
ッ
プ
が
始

ま
り
で
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ

ウ
ン
社
が
Ｌ
Ｃ
プ
リ
ス
＆
カ
ン
パ
ニ

ー
と
合
併
。

　

一
九
六
一
年
に
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
・

ウ
エ
ル
ト
製
法
で
紳
士
靴
を
生
産
・

販
売
し
て
い
た
日
本
製
靴
㈱
と
技
術

面
の
提
携
を
行
い
、
日
本
製
靴
が
リ

ー
ガ
ル
の
日
本
で
の
製
造
・
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
木
型
を
日
本

人
向
け
に
改
良
し
て
リ
ー
ガ
ル
の
靴

を
販
売
し
ま
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
に
日
本
製
靴
が
ブ
ラ

ウ
ン
社
よ
り
、
リ
ー
ガ
ル
の
商
標
権

を
取
得
。

　

同
年
に
日
本
製
靴
は
社
名
を
リ
ー

ガ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
変
更
。

リ
ー
ガ
ル
の
シ
ョ
ッ
プ
を
日
本
全
国

で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ー
ガ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
リ
ー
ガ
ル
以
外
に
も
ク
ラ
ー

ク
ス
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
展
開
を
し
て

い
ま
す
。

　

リ
ー
ガ
ル
靴
は
、
丈
夫
で
あ
り
、

靴
自
体
は
重
い
感
じ
が
し
ま
す
が
体

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
歩
い
て

重
さ
を
感
じ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

価
格
も
値
崩
れ
を
防
い
で
お
り
、

品
質
的
に
も
手
作
り
感
が
あ
り
、
一

度
リ
ー
ガ
ル
靴
に
し
た
者
は
、
ず
っ

と
リ
ー
ガ
ル
と
い
う
愛
用
者
が
多
く
、

世
界
的
に
拡
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

◆
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

　

ジ
ュ
ー
キ
は
、
創
業
以
来
「
も
の

づ
く
り
」
を
社
業
の
中
心
に
、
心
の

通
う
技
術
と
顧
客
第
一
主
義
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

工
業
用
ミ
シ
ン
に
お
い
て
も
ア
パ

レ
ル
だ
け
で
な
く
鞄
、
靴
、
家
具
、

自
動
車
シ
ー
ト
な
ど
の
関
連
分
野
で

広
範
囲
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
約
一
八
〇
か
国
を
カ
バ
ー
す

る
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
世
界
中
の
顧
客
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
工
業
用
ミ
シ
ン
は
、

生
産
財
で
あ
り
、
高
い
品
質
と
と
も

に
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
重
要
で
す

が
、欧
米
企
業
は
こ
こ
が
弱
点
で
す
。

　

ジ
ュ
ー
キ
で
は
他
社
製
の
部
品
も

用
意
し
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
で
ジ
ュ
ー
キ
が
圧
倒
的
な
ブ

ラ
ン
ド
力
を
誇
る
の
も
、
こ
の
よ
う

な
高
い
品
質
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
ま
す
。

　

縫
製
業
界
の
中
心
地
は
、
時
代
に

よ
っ
て
世
界
各
地
を
転
々
と
し
て
き

ま
し
た
。
七
〇
年
代
は
欧
米
や
日
本
、

八
〇
年
代
は
香
港
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

台
湾
な
ど
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
や
ベ
ト
ナ
ム
、

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
そ
し
て
中
国

か
ら
新
興
国
に
移
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
う
移
転
が
あ
る
と
き
に
、
工
業

用
ミ
シ
ン
の
需
要
は
一
気
に
高
ま
り

ま
す
。

　

縫
製
業
は
農
業
か
ら
工
業
化
す
る

う
え
で
重
要
で
す
。
こ
の
転
換
の
た

め
に
教
育
を
し
て
雇
用
の
拡
大
が
必

要
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
品
質
の

高
い
製
品
だ
け
で
な
く
ビ
フ
ォ
ア
サ

ー
ビ
ス
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
さ

ら
に
人
材
育
成
ま
で
関
わ
っ
て
き
た

と
こ
ろ
に
、
ジ
ュ
ー
キ
の
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
用
ミ
シ
ン
に
お
い
て
も
、
刺

繍
も
で
き
る
高
級
ミ
シ
ン
か
ら
実
用

ミ
シ
ン
、
そ
し
て
プ
ロ
の
厳
し
い
要

求
に
も
応
え
ら
れ
る
職
業
用
、
小
型

ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
ま
で
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

産
業
装
置
事
業
で
は
、
モ
ジ
ュ
ラ

ー
マ
ウ
ン
タ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
広
く
普
及
し
て
い

る
モ
ジ
ュ
ラ
ー
方
式
を
業
界
で
初
め

て
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

高
速
機
「
Ｆ
Ｘ

−

３
Ｒ
」
を
は
じ

め
、
低
価
格
チ
ッ
プ
マ
ウ
ン
タ
か
ら

汎
用
機
ま
で
幅
広
い
品
揃
え
と
充
実

し
た
サ
ポ
ー
ト
・
販
売
体
制
で
全
世

界
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
産
地
や
消
費
地
に
近
い
と
こ
ろ

で
、
気
候
風
土
や
生
活
文
化
な
ど
現

地
の
環
境
に
適
し
た
も
の
を
開
発
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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　日本ビジネスメール協会が公表した「ビ
ジネスメール実態調査2015」から、仕事
で周囲とコミュニケーションをとる時の調
査内容を紹介しましょう。
①仕事での連絡手段は？
　　「メール」98.3％、「電話」92.7％、「会

う」82.3％、でした。
　　 一 方、「Facebook」15.7 ％、「LINE」

10.9％、「Skype」10.3％とソーシャル
メディアの分野でも一部のビジネスシー
ンで使用されていることが分かりました。

　　しかし、仕事で外部の人から初めて連
絡をもらう時、失礼だと思う手段には

「LINE」50.9％、「Twitter」41.7％、「Face 
book」35％となっていますので、ソー
シャルメディアでの手段は避けた方が良
い、という結果です。

②返信が遅れるのは？
　　「良くある」7.4％、「たまにある」69.1

％とを合わせて返信遅れは７割にのぼり
ました。

　　その理由としては、「すぐに結論が出
せない」「第三者の確認や回答・判断が
必要」「忙しくて時間がない」「社外にい
る」「返信が遅れても問題がない用件」と
いう内訳でした。

　　メールの返信漏れや遅れによるトラブ
ルも生じています。

　　トラブル回避のためにも、難易度の高
い複雑なメールへの対応力を向上させる
必要がありそうです。

③自分のメールへの自信は？
　ビジネスメールを書いて送る時に、不
安を感じることがある人は「よくある」10.7
％、「たまにある」64.1％と７割が自分
のメールに何らかの不安を感じているこ
とが分かりました。
　会社ではビジネスメールの研修を受け
た人は１割にも満たず、メールに対して
の教育体制は整っていないのが現状で
す。

　約５万人→約８千人。これは、法律家を
志望する人の数の10年間の推移です。な
んと、この10年間で法曹志望者は約80％
も減少しているのです。
　法律家になるためには、以前は、大学卒
業後、司法試験を受験し、合格すれば有給

（約300万円）の司法修習（２年間）でした。
それに対し現在では、大学卒業後、法科大
学院（３年間）を卒業し、司法試験を合格後、
無給の司法修習（300万円を貸与、１年間）
です。そのため、平均600万円の借金を
背負って法律家の出発点に立たなければな
りません。
　また、弁護士の業務領域の拡大、司法過
疎地域への対応を目的に弁護士人口が増や
され、過剰供給の結果、経済的に困窮する
弁護士が増加しました。
　このようなことが原因となり、現在、法
曹志望者の減少に歯止めがかからない状況
となっています。

　

ど
の
お
店
も
、
お
客
様
に
自
分
の

店
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
気
持

ち
を
込
め
た
看
板
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
無
か
っ
た
時
代
に
は
、
お
客
様

を
お
店
に
呼
び
込
む
ツ
ー
ル
と
し
て

看
板
は
有
力
な
手
段
で
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ま
の
時
代
に
看
板
に

集
客
力
が
あ
る
の
か
ど
う
か
疑
問
を

感
じ
る
店
主
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、評
論
家
等
は「
ア

ナ
ロ
グ
（
看
板
と
か
チ
ラ
シ
）
で
は

ダ
メ
だ
、
デ
ジ
タ
ル
（
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

に
よ
る
集
客
方
法
を
考
え
な
さ
い
」

と
指
摘
し
ま
す
が
、
看
板
は
方
法
次

第
で
は
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
時
代
に
合
っ
た
遊
び
心

を
取
り
入
れ
た
看
板
を
作
り
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
慣
れ
て
い
る
知
り
合
い
の
方（
無

論
、
お
客
様
）
に
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等

で
の
発
信
を
依
頼
す
る
と
い
っ
た
方

法
を
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

ビジネスメールの実態

法律家志望者の減少
お
店
の
看
板


